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使う教材のスクーミーってなに？ 
 

スクーミーは、自分にあったものを誰でも簡単に、より速く開発を行えるようになるためにつく

られた、たった５センチ四方の小さなマイコンボードです。 めんどうで大変な回路も組みませ

ん。電池がついているから、すぐ動きます。 コンセプトは、「小学生が、学校の課題や身近な人

が困っていることを、自分たちで発見し解決する装置を、自分たちの手で開発し課題解決をする

ことができるくらい、ものづくりを簡単にする」を目的にしているため、小学生でも、そのまま

企業に販売できる製品が開発できてしまうくらい本格的な開発ができるように設計しています。 

実際にプロのエンジニアが使うツールや環境をそのまま利用するんです。 教育でつかわれている

のはもちろん、企業や工場の生産性向上を目指す課題解決装置、農業や介護、飲食店などの様々

な現場で使用できる装置を、小学生から当事者までもが開発に携わるなかで使われたり、誰もが

簡単に、スムーズに開発を進めることができることから、企業内ワークショップや新入社員研修

など、幅広く使われている次世代のマイコンボードです。 

 

スクーミーを使って学ぶとどうなるの？ 
 

スクーミーが実現する世界は、だれもが作り手になる世界「MAKERS の世界」です。ブランドや

メーカーにこだわらず、自分で必要なものを開発し、技術を自分のために使う世界を実現させま

す。 

 

スクーミーで何が作れるの？ 
１００種類以上のセンサーなどを活用して、開発を行います。組み合わせ次第で、自分が楽しむ

もの・家族を喜ばせるもの・学校で役に立つもの・地域の課題を解決できるもの・そして、まだ

この世にない仕組みまで、何を作るかは自分次第です。そのアイデアを実現するために、サポー

トを行なっていきます。 何気なく作ったものが、世界を変える大きな仕組みの一部になるかもし

れません。 きっとそこから革命を。 スクーミーの合言葉のひとつです。 

 

スクーミーの特徴は？ 
以前、スクーミーではない一般販売されているマイコンボード（基板）で講座をやった時、どん

な課題があるか？それを解決するどんなものを作ろうか？こんなものがあったらいいんじゃな

い！というような、製品開発の議論があった後、実際にジャンパ線をつなげたり、プログラミン

グをイチから書いたり、どこからか探してきたりと、開発が始まりました。もちろんこういった

作業で、すごく時間がかかった後完成した作品とパソコンが繋がっていて、電力供給を外部から

取ってこないといけない状態・・・。単純に美しくないと思いました。 スクーミーは、ジャンパ

線を繋げる作業が必要ありません。また、プログラムもこちらが用意したものを使えば、すぐで

きます。また電池が付いているので、繋いでスイッチを入れればすぐ動きます。そして何よりコ

ンパクトです。 アイデア出しの時にすでに施策を作ることができるくらい、開発スピードを上げ

るためのマイコンボード。 それがスクーミーです。 
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地域課題解決型プログラム

地域企業との連携
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作業効率的に今までより単純に３倍早くなりました。また、ブド
ウをカゴに乗せるだけでいいので疲れません。パソコンからプロ
グラムを変更することで、ブドウだけでなく他の野菜や果樹にも
対応した重さや値段に設定できるので便利です。課題を持ってい
る方と、それを解決する方（開発する方）が課題の共有をしっか
り行い、よりシンプルな課題設定にすることで開発できた製品だ
と思います。今後もこういった地方の課題ジャストフィットした
テクノロジー製品、IoT製品を地域内で自分たちで作ることができ
るような環境が整うことを期待しています。
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学校安全マップ
の作成

安全装置
の開発体験

学校安全に関する教育 プログラミング教育×

学ぶ内容 具体的な内容

地域内での人通りの少ない場
所や、声かけなどが起こった
場所、踏切付近、災害時の避
難場所などを生活安全・交通
安全・災害安全に関する項目
で色分けしたポイントになる
箇所をPC上に地図で示し、
キーでそこ箇所をクリックす
るとそこが表示される写真や
動画が再生されるなどをその
地域ならではの安全マップを
プログラミングを通して行う。

生活安全に関する観点から見
ると、登下校中に使用できる
新しい仕組みを持った防犯ブ
ザーの開発、交通安全にに関
する観点から見ると、自転車
につけることができる新しい
照明器具の仕組みの開発、災
害安全に関する観点から見る
と、火災報知器などの災害を
検知する新しい仕組みなど、
生活安全、交通安全、災害安
全の各領域でセンサーやマイ
コンボードを活用して、現状
の課題や状況、シチュエー
ションに合わせて自分のアイ
デアで、製品を開発できる体
験を行う。

学びの効果

地域のフィールドワークや実
際の現場を見ることで、自分
の目で確認するのでより意識
することになる。またプログ
ラミングの内容も少ない手順
でできるので、教員が比較的
に扱いやすい。

ただの工作ではなく、どのよ
うな時に使う装置かや、使う
とどうなるかなどの学校安全
に関することを考えながら開
発することになるので、生活
安全、交通安全、災害安全の
各領域を意識づけをただ話を
聞いたり、体を動かす以上の
学習効果が期待でき、また、
より子供たちの危険予測・危
険回避能力を開発する体験の
中から身につけることができ
る。

安全マップを
プログラミングで作成する

例えば、安全な距離間の把握を
センシング技術で行う

例えば、防犯装置の開発体験を
マイコンボードを活用して行う

！
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小学校事例）まとまって歩く方がいいと思ったので、集団登校中に離れて歩かないようにするため
に、ある程度離れたらブザーがなる装置
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バス停で小学生が待っている時、その付近に誰かが近づいたら光がついて知らせてくれる装置を、
地域のバス停に取り付ける
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満足
実際にどんなものが作れるかの工作まで行いたかった
もっとプログラミングに関してやりたかった
実際にどんなものが作れるかの工作まで行いたかった
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使いやすかった

使いにくかった

壊しそうであぶない

今までにないものだと思うので、使ってて楽しかった

もっと小さい方がいい

もっと大きい方がいい

ちょうどいいサイズ
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